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つなぐ　地域力

今年の「すぎなみ地域福祉フォーラム2012 ～つながり関伝地
（カンデンチ）」は、今までの会場・あんさんぶる荻窪から西荻
地域区民センターへと飛び出します！

すぎなみ地域福祉フォーラム２０１２すぎなみ地域福祉フォーラム２０１２
杉並社協創立60周年記念事業

１１月１８日 開催！

募金期間：10月１日～12月31日

詳細は2面で

西荻地域区民センター 11時～ 16時会
場

時
間

‘西荻エリアで地域のつながりをつくりませんか！’

　赤い羽根共同募金は、終戦直後の1947年（昭和22年）
に、市民が主体の取り組みとしてスタートしました。
　そして60年以上たった今、社会が大きく変化する中
で、共同募金は、さまざまな地域福祉の課題解決に取

り組む民間団体を支援する仕組みとして、また、市民
のやさしさや思いやりを届ける運動として、市民主体
の運動を進めています。

　「地域のきずな」が注目されている今、あらためて
私たちの「こころ」を集めてみませんか？
　皆さまのあたたかいご協力をお願いいたします。

１０月１日～ １２月３１日の募金運動期間中は、杉並区内で学校、町会自治会をはじめ、ボーイスカウト、ガールスカウ
ト、福祉施設など各種団体・施設が募金運動を行います。
杉並区社会福祉協議会でも、１０月１日㈪午後６時から７時３０分までＪＲ荻窪駅で街頭募金を行います！
また、あんさんぶる荻窪に募金箱を設置します。皆さまのご協力をよろしくお願いいたします！！

　皆さまの募金により、私たちは軽自動
車を購入させていただきました。
　現在、その車を使い内職作業の運搬だ
けではなく、利用者の通院同行や自宅訪
問、レクリエーションなどさまざまな面
に活かさせていただいています。
　職員、利用者共に皆さまのご寄附を感
謝しております。
　今後も、精神障害者が住みやすい地域
づくりに貢献していきたいと思います。

あおば作業所パルテ

　園児の「げんきなからだ」「ゆたかな
こころ」を目標に、保育を行っておりま
す。
　このたび「おさんぽ車」をいただいて
毎日の園外活動に役立っています。
　また、災害時には園児の避難にも活か
せます。
　皆さまのあたたかいご支援に感謝申し
上げるとともに、地域の子育てに貢献で
きるよう、引き続き努力して参ります。

梅里保育園

「軽自動車」の購入 「おさんぽ車」の購入

赤い羽根共同募金にご協力をお願いします

今年は「恋愛学」で話題を集め、テレビ・雑誌でも活
躍されている早稲田大学教授の森川友義先生の講
演会など盛り沢山の企画が満載！

森川友義先生が登場します！

たくさんの社会福祉施設・団体が、
皆さまの募金によって支えられています。

　平成23年度は杉並区で8,654,444円の募金を東京都
共同募金会へ送り、東京都共同募金会から区内の福祉
施設等24か所に14,307,520円配分されました。

　平成24年度も民間社会福祉施
設・団体からの要望を受け、都民
の代表者からなる配分委員会で立
てた計画に基づき、募金を実施し
ます。今年度の杉並区の募金目標
額は15,890,000円です。

あなたの募金が地域の福祉に活かされます
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杉並社協創立60周年記念事業

平成24年11月18日(日)　11時から16時まで　場所：西荻地域区民センター
　すぎなみ地域福祉フォーラムは、地
域のつながりづくりのために、一人ひ
とりが気づき、語り合い、学び合い、
そして動き出すためのきっかけの場と
して2010年から開催しています。

　3回目を迎えた「すぎなみ地域福祉フォーラム2012」では、昨年のキ
ャッチフレーズ「つながり 関伝地（カン デン チ）」を継承し、地域の人
たち一人ひとりが深く関係をつくって、お互いの気持ちを伝え合い、地
域力を高めていくことを願い、子どもや若者から高齢者まで、より多く

の世代に呼びかけたいと考えています。
　人がつながること…。それは人を好きになること。そして自らの想い
を伝え合うこと。地域の中で心の通った関係性を育むことは、「恋愛」
と相通じるものがあり、講演のテーマ「つたわり つながる 恋愛学」と西
荻地域での開催となったことから、「西荻に愛に 恋（アイニコイ）」を
キャッチコピーに、多くの世代が集まるフォーラムにしたいと考えてい
ます。
　11月18日は、ぜひ西荻地域区民センターにご来場ください。

すぎなみ地域福祉フォーラム２０１２～つながり関伝地（カンデンチ）

会場：西荻地域区民センター
（杉並区桃井４－３－２）

　中央線「西荻窪駅」より徒歩15分、西荻窪
駅、荻窪駅、井荻駅、上石神井駅、吉祥寺駅
からもバスが運行されています。

上井草駅

早稲田通り

西武新宿線

中央線

←吉祥寺

青梅街道

上井草
スポーツセンター

桃井四丁目

桃井四丁目

新宿→

荻窪→
西荻窪駅

西荻
地域区民
センター

【事前申込企画・申込方法】�
◎�希望の企画名、氏名、年齢、性別、住所、連絡先（電話番号、

メールアドレス）をご記入の上、FAXまたはメールでお申込み
ください。

　�受付完了のお知らせをもって、参加の確定となります。

【ボランティア・スタッフ募集】
◎�当日および事前にご協力していただけるボランティアスタッフ

を募集しています。

◎�また、事前申込み企画の「出会いのキッカケはあなたの住んで
いるまちにある」の企画を一緒につくりあげていく若いスタッ
フのご協力もお待ちしています。

　�（打ち合せ日は、９月下旬、１０月上旬、１０月下旬を予定。詳
細はご連絡します。）

森川友義（もりかわとものり）
　早稲田大学国際教養学部教授。1955
年群馬県生まれ。
　早稲田大学政治経済学部卒、ボスト
ン大学政治学博士号・オレゴン大学政
治学博士号取得。
　専門分野は進化政治学、日本政治、
2008年から早稲田大学で講義を始めた
「恋愛を科学的に分析する学問～恋愛学
入門」が話題となる。現在は雑誌連載・
テレビ出演で多忙を極めている。

つたわり　つながる　恋愛学
　いまテレビ・雑誌などで、「恋愛学」で話
題を集めている早稲田大学教授　森川友義先
生が登場。
　地域の中で人と人との関係性を結ぶ上で、
必要とされるテクニック・演出・相手を知る
方法などを楽しく学びます。

【講師】森川　友義さん
　　　　（早稲田大学　国際教養学部教授）
【時間】13：00～14：00（開場12：30）
【会場】ホール
【定員】300名

　「恋愛学」をきっかけに、参加者同士が“すぎなみ”をより身近に感じ、心
の通った関係性を育むために情報交換を行います。助言者を交えて、「地域」
とのつながりを考えてみましょう。
【助言者】森川　友義さん
　　　　　佐久間　ヒロコさん（杉コン実行委員長）
【時間】14：30～16：00
【会場】3階　第3・4集会室
【定員】90名

出会いのキッカケはあなたの住んでいるまちにある

① ③

④

⑤

②

①…………９/10から受付開始
②～⑤……10/１から受付開始

※申込開始日が異なります

●すぎなみのボランティア活動の未来を語る
　～新しいボランティア像とボランティアセンターの役割～

●特技ボランティア紹介
●災害時のための安全安心ケータイ活用術
　～あなたの携帯の契約内容を再確認～

●おもしろ工作教室
　～南相馬の子どもたちに元気を届けよう～

●食ですぎなみをつなぐ
　～１階にて野菜、パンなどを販売～

●実験料理教室（地下１階・料理室）

●つながれスポーツマインド！
　�～地下２階体育室等でダーツ、スポーツ吹き矢、ユニカー
ル（床上のカーリングのような競技）を実施～

●スタンプラリー・抽選会
　～会場内でスタンプラリー後、１階で各種商品の抽選会～

※その他各種展示コーナーなども盛りだくさん！　企画は計画中のため、変更になる場合があります。

杉並ボランティア・
地域福祉推進センター
TEL　03（5347）3939

FAX　03（5347）2063

e-mail
　forum2012@sugisyakyo.com

URL　http://borasen.jp

【申込み・お問合せ】

（つたわり　つながる　恋愛学　PART2）

＊当日、会場にて参加自由の企画です＊

事前申込

　地域のつながりや絆の大切さが叫ばれる昨今。
　住民の交流の場であるサロンなどの居場所づくりが進
められています。「誰もが行きやすい魅力ある居場所と
は？」　そして、「自分たちにできることは？」などを
語り合いましょう。

【進行役】�坂倉　杏介さん
　　　　　�（慶應義塾大学グローバルセキュリティ研究所特任講師）
　　　　　�　昭和の地域力再発見事業拠点〝芝の家″の企画・運営を、慶応義塾

大学と港区芝地区総合支所と連携して行っている。

【時間】13：30～15：30　【会場】2階　第2集会室　【定員】35名

地域のつながり応援　企画

「＊居場所＊で深まれ！ 地域のきずな」
事前申込

　被災地映像作品「桜on牡鹿半島」（15分）
上映の後、参加者と進行役で小グループを
つくり、被災地を支援する意味について語
り合います。

【進行役】田中　孝幸さん
　　　　　（桜onプロジェクト代表）

【時間】13：00～16：00　【会場】2階　第1集会室　【定員】25名

被災地支援 企画
「桜onプロジェクトconnected to牡鹿半島」

事前申込

　昨年のフォーラムをきっかけに、地域で顔の見える関係でかかわれる場、楽し
く語り合う場をつくろうと誕生した「おむすび会」による企画です。
　詳細は、９月下旬に発行されるフォーラムパンフレットをご覧ください。

【時間】11：00～12：30　【会場】3階　第4集会室　【定員】35名

すぎなみの地域活動の応援

「おむすび会＠西荻窪」
事前申込

事前申込

事前申込みについて



3

ささえあう地域づくりが仕事です 社会福祉法人 杉並区社会福祉協議会

2012 9 1024 151すぎなみ社協　平成 　（     ）年　 月　 日 No.     号

　杉並区社会福祉協議会は、低所得の世帯向けに東京都社会福祉協
議会が実施する生活福祉資金の取扱窓口になっています。受験シー
ズンを迎え、入学金や授業料等の融資の相談を受け付けています。

【貸付の要件】
　・杉並区民であり低所得世帯（基準あり）
　・�学校教育法に規定されている学校に通学・進学する場合。
　・原則として既に学校にお支払いしている費用は対象外です。
　・借受人（申込者）は修学する本人です。
　　※�未成年者が申込者になる場合、世帯の生計中心者が連帯借受人にな

ります。親権者には、貸付審査決定後の契約書（借用書）に連名で
署名していただきます。

　・連帯保証人は原則不要です。

【借入申込みの時期】
　・�通年で借入相談はお受けしますが、来春進学希望の方は、受験する学

校が確定した段階で予約申込みができます。
　　※�申込み後、貸付金の送金まで審査の都合上約１カ月以上を要しま

す。そのため、入学金等の納期に間に合うようお申込みください。
（約２カ月前には初回相談ができます。）

【貸付内容】
　・就学支度費（募集要項に掲載している「入学金」）
　・教育支援費
　　貸付限度額（月額）
　　　① 高等学校・専修学校（高等課程）… 35,000円
　　　② �高等専門学校・短期大学・専修学校（専門課程）… 60,000円
　　　③ 大　学 … 65,000円
　　　　 ※�教育支援費は、募集要項掲載の学生共通にかかる経費から計

算して算出します。

【その他】
　・世帯の状況によっては、他制度を優先していただく場合があります。
　・�償還（返済）は、原則として貸付を終了し、卒業後

半年間の据え置きを経て最大14年間で行ってい
ただきます。

　・�借受人の地域を担当する民生委員が、申込み時か
ら償還完了までかかわる制度です。

【お問合せ】
　・総務課　総務係　資金担当　☎03（5347）3134
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匿
名
希
望
５
名

（
敬
称
略
）

生活福祉資金 教育支援資金の貸付について

な
る
ほ
ど

う
ぇ
る
く
ん
⑥

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
創
立
60
周
年
記
念
式
典　

報
告
と
お
礼

　

街
中
で
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
を
よ
く
見

か
け
ま
す
。
ピ
ン

ク
リ
ボ
ン
に
は
、

乳
が
ん
患
者
へ
の

支
援
だ
け
で
は
な
く
、
乳
が
ん
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
を
促
す
意
味
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
リ
ボ
ン

に
託
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
理
解
と

支
援
を
示
し
、
そ
の
内
容
を
多
く
の

人
に
伝
え
る
た
め
に
リ
ボ
ン
を
身
に

つ
け
た
り
す
る
こ
と
を
一
般
的
に

「
リ
ボ
ン
運
動
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

リ
ボ
ン
の
色
は
さ
ま
ざ
ま
で
そ
れ

ぞ
れ
に
異
な
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ

ン
は
、
２
０
０
４
年
栃
木
県
小
山
市

で
起
き
た
悲
し
い
事
件
を
き
っ
か
け

に
、
子
ど
も
の
虐
待
を
無
く
す
こ
と

を
呼
び
か
け
る
市
民
運
動
と
し
て
広

ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
く
の
団
体
が
リ
ボ
ン
を

使
用
し
て
い
る
た
め
、
同
じ
色
の
リ

ボ
ン
が
複
数
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
…
エ
イ
ズ
撲
滅
運
動

グ
リ
ー
ン
リ
ボ
ン
…
移
植
医
療
普
及

ブ�

ル
ー
リ
ボ
ン
…
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
言
論
の
自
由
を
守
る
運
動
、

北
朝
鮮
拉
致
被
害
者
及
び
家
族
へ

の
支
援
、
前
立
腺
が
ん
の
正
し
い

知
識
の
普
及　

な
ど　
　

ゴ�

ー
ル
ド
リ
ボ
ン
…
小
児
が
ん
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
支
援

　

リ
ボ
ン
の
持
つ
意
味
に
共
感
し
た

ら
、
そ
の
リ
ボ
ン
を
身
に
つ
け
周
囲

の
人
々
に
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

「リボン運動」

　

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会
創
立

60
周
年
を
記
念
し
て
式
典
・
講
演

会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
お
か

げ
さ
ま
で
多
く
の
皆
さ
ま
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
60
周
年
に
ふ
さ
わ

し
い
式
典
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
も
一
重
に
会
員
の
皆
さ

ま
、
関
係
機
関
の
皆
さ
ま
、
区
民

の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
、
地
域
福
祉

の
推
進
に
よ
り
一
層
力
を
入
れ
て

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【�

日
時
】
７
月
24
日
（
火
）

　

12
時
開
場　

12
時
30
分
開
演

　

16
時
終
演

【�

内
容
】〈
第
一
部
〉
12
時
30
分

▼�

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
演
奏

　

都
立
杉
並
高
校
吹
奏
楽
部

▼
会
長
式
辞

▼
来
賓
祝
辞

▼
表
彰
状
授
与

　

�　

社
会
福
祉
施
設
、
団
体
等
永

年
勤
続
表
彰
（
施
設
長
１
名
、

職
員
19
名
）、
民
生
委
員
児
童

委
員
表
彰
（
43
名
）、
社
会
福

祉
活
動
永
年
功
労
表
彰
（
４

名
）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功

労
表
彰
（
６
名
）�

▼
感
謝
状
贈
呈

　

高
額
寄
附
者
（
６
名
）

　

継
続
寄
附
者
（
43
名
）

〈
第
二
部
〉

▼
14
時　

講
演
会

　

�

「
笑
い
や
感
動
が
可
能
性
を
引

き
出
す
」
村
上
和
雄
氏（
筑
波

大
学
名
誉
教
授
）

▼
15
時
30
分　

落
語

　

桂　

平
治　

師
匠

【�

会
場
】
杉
並
公
会
堂
大
ホ
ー
ル

【
来
場
者
】
９
５
０
名

【�

主
催
】
杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会

【�

後
援
】
杉
並
区
／
杉
並
区
町
会

連
合
会
／
杉
並
区
民
生
委
員
児

童
委
員
協
議
会

創立 60 周年記念式典  感謝状を贈呈した皆さん

日
本
赤
十
字
社
に
つ
い
て

　
赤
十
字
で
募
ら
れ
た
お
金
　
義
援
金
？ 

支
援
金
？

　

前
号
の
「
杉
並
社
協
１
５
０
号
」
の

な
る
ほ
ど
う
ぇ
る
く
ん
の
記
事
に
つ
い

て
赤
十
字
奉
仕
団
の
方
か
ら
補
足
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
掲
載
し
ま

す
。

　

義
援
金
は
、
国
の
内
外
で
起
こ
っ
た

あ
ら
ゆ
る
災
害
に
対
し
、
目
的
の
統
一

さ
れ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
が
付
け
ら
れ
、
災

害
救
護
の
申
請
が
出
て
い
る
諸
外
国
や

都
道
府
県
に
す
み
や
か
に
送
ら
れ
ま

す
。
義
援
金
は
、
各
都
道
府
県
の
配
分

委
員
に
よ
り
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ
て

配
分
対
象
額
が
決
め
ら
れ
活
用
さ
れ
ま

す
。

　

支
援
金
は
、
赤
十
字
の
救
護
・
救
援

活
動
や
福
祉
施
設
運
営
や
管
理
、
講

習
、
養
成
へ
と
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
資
金
を
毎
年
5
月
の
赤
十
字
月
間

に
、
赤
十
字
奉
仕
団
員
や
、
町
会
、
自

治
会
等
の
担
当
の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
各
家
庭
の
訪
問
等
を
行
な
い
、
ご

協
力
を
頂
い
て
ま
す
。

　

ご
寄
附
や
支
援
金
は
、
区
役
所
・
市

町
村
の
窓
口
を
通
じ
て
日
本
赤
十
字
社

の
そ
れ
ぞ
れ
の
支
部
へ
送
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
募
金
目
標
達
成
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
よ
り
確
固
た
る
活
動

資
金
を
得
る
た
め
に
サ
ポ
ー
タ
ー
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

愛
と
信
頼
の
も
と
に
続
け
ら
れ
る
活

動
で
す
。

　

ぜ
ひ
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご

協
力
が
得
ら
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し

ま
す
。

杉
並
区
赤
十
字
奉
仕
団

委
員
長
　
矢
崎
　
芳
子

式典の様子：表彰式
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ささえあう地域づくりが仕事です 社会福祉法人 杉並区社会福祉協議会

平
成
二
十
四
年
九
月
十
日
発
行　

 

発
行
部
数 　
十
七
万
部　

発
行
／
社
会
福
祉
法
人　

杉
並
区
社
会
福
祉
協
議
会 　
〒

167
︲

0051 

杉
並
区
荻
窪
５
︲
15
︲
13
あ
ん
さ
ん
ぶ
る
荻
窪
５
Ｆ 　
☎
０
３（
５
３
４
７
）１
０
１
０ 　
℻
０
３（
５
３
４
７
）２
０
６
１　
発
行
人
／
小
林
義
明

す
ぎ
な
み
社
協
No.
１
５
１

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

う
ぇ
る
く
ん
は
地
域
福
祉
活
動
の
種
。
彼
の
名
前
に
は
、
そ
の
種
を
「
植
え
る
」、
福
祉
を
意
味
す
る
「
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」、

皆
さ
ん
ご
一
緒
に
と
い
う
気
持
ち
を
あ
ら
わ
す
「
ウ
ェ
ル
カ
ム
」
の
３
つ
の
想
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

〈団  体〉

●●●●●寄附者名簿〈敬称略〉●●●●●

ありがとうございました 

うぇるくん〈36〉
「防災の日」の巻

平成 24 年 6 月 1 日から 7 月 31 日まで
（お名前は承諾を得て掲載しています。）

〈個　　人〉

寺田　光男…………………………………… 2,000,000 円
北澤　重利…………………………………………10,000 円
北澤　昭夫…………………………………………10,000 円
上池　敏子…………………………………………10,000 円
後藤　光雄……………………………………… 100,000 円

〈匿　　名〉

３件……………………………………………… 235,000 円

あゆむ弁当　三鷹 ･調布 ･杉並店……………… 4,651 円
特定非営利活動法人アース………………………10,500 円
首都圏建設産業ユニオン杉並支部………………18,000 円
社団法人　杉並法人会　社会貢献委員会…… 100,000 円
特定非営利活動法人　プロップＫ………………20,000 円

6060thth

創立 60 周年の今年度は
地域で活躍する若い世
代の活動にスポットを
当て掲載します。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
カ
タ
リ
バ
は
、

２
０
０
１
年
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。｢

進
路｣

｢

総
合
的
な

学
習
の
時
間｣

な
ど
高
校
の

授
業
の
枠
の
中
で
、
高
校
生

の
進
路
意
欲
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
学

習
プ
ロ
グ
ラ
ム｢

カ
タ
リ
場｣

を
実
施
し
て

い
ま
す
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
カ
タ
リ
バ
の
メ
ン
バ
ー
で

あ
る
大
学
生
や
専

門
学
校
生
が
先
輩

と
し
て
話
を
す
る

こ
と
で
、
高
校
生
が

自
分
の
想
い
を
こ

と
ば
に
表
現
し
て

い
く
こ
と
を
応
援

し
て
い
ま
す
。

　

大
学
生
や
専
門

学
校
生
の
先
輩
と

高
校
生
と
の
関
係

を
、
縦
の
関
係
（
先

生
や
親
）
で
も
な
く
横
の
関
係
（
友
達
）
で

も
な
い
、＂
ナ
ナ
メ
の
関
係
＂
と
し
て
い
る

こ
と
に
特
徴
が
あ
り
ま
す
。＂
ナ
ナ
メ
の
関

係
＂
で
の
こ
と
ば
だ
か
ら
こ
そ
高
校
生
の
心

に
素
直
に
響
き
、
本
音
で
語
り
合
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
＂
ナ
ナ
メ
の
関
係
＂
を
授

業
に
活
か
し
、高
校
生
が
自
分
の
夢
や
目
標
、

悩
み
な
ど
に
し
っ
か
り
向
き
合
う
機
会
を
提

供
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
イ
ン
タ
ー
ン
と
し
て
働
く
大
学
2
年

生
の
青
木
泰
史
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

―
青
木
さ
ん
が
カ
タ
リ
バ
に
出
会
っ
た
き
っ

か
け
は
？

　
｢

自
分
も
高
校
生
の
時
に
＂
何
か
足
り
な

い
、
も
っ
と
広
い
世

界
を
知
り
た
い
＂
と

い
う
思
い
が
強
く
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、

塾
の
講
師
を
し
て
い

た
と
き
、『
今
、
自

分
が
や
っ
て
い
る
勉

強
が
将
来
何
に
つ
な
が
る
の
か
が
分

か
ら
な
い
』
と
い
う
高
校
生
に
、
そ

の
子
の
好
き
な
鉄
道
と
数
学
を
結
び

つ
け
て
教
え
、
勉
強
す
る
意
欲
へ
の

き
っ
か
け
を
作
れ
た
体
験
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
う
し
た
中
、
自
分
で
情
報

を
集
め
カ
タ
リ
バ
に
出
会
い
ま
し
た
。｣

―
活
動
の
中
で
学
ん
だ
こ
と
は
？

　
「
自
分
自
身
が
社
会
を
知
っ
て
、
も
っ

と
学
び
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
自
分
で
考
え
自
分
の
こ
と
ば
で

話
さ
な
い
と
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
体
感
し
、

考
え
る
癖
が
で
き
ま
し
た
。」

―｢

地
域｣

に
つ
い
て
考
え
る
と
、
必
要
な

も
の
は
何
だ
と
思
い
ま
す
か
？

　
「
地
域
＝C

om
m

unity

と
考
え
る
と
、

い
ろ
い
ろ
な
世
代
が
い
て
、
刺
激
し
合
え
る

環
境
で
し
ょ
う
か
。
カ
タ
リ
バ
も
『
一
人
の

１
０
０
歩
よ
り
、
１
０
０
人
の
1
歩
を
支
え

る
』そ
ん
な
理
念
の
も
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

地
域
も
一
人
で
は
成
り
立
た
な
い
も
の
で
す

し
、
全
体
で
作
り
上
げ
る
こ
と
が
大
事
と
思

い
ま
す
。」

　

カ
タ
リ
バ
は
、
東
日
本
大
震
災
後
に
は
、

宮
城
県
女
川
町
と
岩
手
県
大
槌
町
で
被
災
し

た
子
ど
も
た
ち
の
学
習
を
支
援
す
る｢

コ
ラ

ボ
ス
ク
ー
ル｣

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
青
木
さ
ん
を
は
じ
め
、
人
と
人
の
つ
な
が

り
を
体
感
し
て
い
る
学
生
が
数
多
く
い
る
こ

と
に
未
来
へ
の
希
望
を
感
じ
ま
し
た
。＂
つ

な
が
り
＂＂
き
っ
か
け
＂
な
ど
、｢

地
域
福
祉｣

と
の
共
通
語
は
多
い
と
感
じ
ま
す
。
世
代
が

活
発
に
刺
激
し
合
う
理
想
の
地
域
像
の
実
現

も
そ
う
遠
く
な
い
こ
と
の
よ
う
な
気
が
し
ま

す
。

（
取
材　
永
積
）

杉並区社会福祉協議会　創立60周年記念事業
連続講演会 シルバー世代の身近な法律知識

　最期まで自分らしい人生を送るために、人生の後
半にどのようなことが起こり、どのような法律知識
を身につければよいのか、一緒に考えてみませんか。

日　　時	 �平成 24 年９月 25 日（火）
午後２時 30 分～４時 30 分

会　　場	 あんさんぶる荻窪４階 第１・２・３教室
定　　員	 60 人（先着順）
費　　用	 無料
申込方法	� 9 月 11 日（火）から、お電話でお申し込みく

ださい。
申 込 先	 あんしんサポート係
電　　話	 03（5347）1020
共　　催	 杉並区、杉並区成年後見センター

講　師　弁護士  白石 光征  氏
�（杉並区法律相談員、杉並社協あんしん
未来支援事業審査会委員長）

第４回予告：平成24年11月 22日（木）
「身内の平和のために今できること　～遺言・相続など～」

第３回　�老後の日々を安心して過ごすために
～あんしん未来支援事業・成年後見制度～

私たちは杉並の地域福祉活動を応援しています。

今年の夏は、日本列島が暑さに負けない位オリン
ピックとパラリンピックに熱くなり、一つになり
ました。そのさなか、夏バテせず情熱をこめて今
号も無事出来上がりました。(T.T)編集後記

このマークは、目の不自由な方などのための「音声コード」で、
コードの位置を示すために切り込みを入れています。専用の読み
上げ装置で読み取ると、記載内容を音声で聞くことができます。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

音声コード
専用の読み上げ装置で
読み取ってください。

自由気ままにご利用いただける
ご高齢者のための暮らしのお手伝い

介護保険を使わない自費のお手伝いサービス

お客様の
お困りごとが
サービス
メニュー
です

例えば、このような要望に
お応えしています。

●介護保険ではできない世話を頼みたい。
●認知症の家族の見守りを頼みたい。
●介護を少し休みたいので、手助けがほしい。
●同居する家族の家事もお願いしたい。
●外出の付き添いをしてほしい　…など

サービス料金

ダスキンのシニアケア 荻窪ステーションホームインステッド

0120-294-360
〒167-0051  東京都杉並区荻窪3-47-24

■ 日中：1時間あたり ■1回2時間より
　（8：00～ 22：00）

（滞在12時間以内）

3,150円（税込）
■ 夜間滞在

■ 交通費・手数料などは一切いただきません。

23,625円（税込）

■ご相談、お見積りは無料です。まずはお気軽にお電話下さい。

「カタリバ」のようす

「NPOカタリバ」


